
(57)【要約】

　【課題】ミシンの振動を低減するとともに、設置面の

平面度の影響が受けにくいミシンの支持機構を提供する

こと

　【解決手段】底板６に、第１マウント７Ａ、第２マウ

ント７Ｂ、第３マウント７Ｃ、及び第４マウント７Ｄが

取付けられて、ミシン１の重心Wが、第１マウント７Ａ

、第２マウント７Ｂ、第３マウント７Ｃを結ぶ三角形の

内側に配置される。第４マウント７Ｄは、第１マウント

７Ａ、第２マウント７Ｂ、第３マウント７Ｃの3点を結

ぶ三角形の外側に配置されるとともに、第４マウント７

Ｄの底板６から設置面までの高さは、第１マウント７Ａ

、第２マウント７Ｂ、及び第３マウント７Ｃで3点支持

される底板６から設置面までの高さより低くする。この

結果、ミシン１は、設置面に、第１マウント、第２マウ

ント、第３マウントの３個のマウントで、３点支持され

ている。

　【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 底 板 に 設 置 用 の マ ウ ン ト が 取 り 付 け ら れ て い る ミ シ ン の 支 持 機 構 に お い て 、
前 記 底 板 を 第 １ マ ウ ン ト 、 第 ２ マ ウ ン ト 、 及 び 第 ３ マ ウ ン ト で 作 業 テ ー ブ ル 等 の 設 置 面 上
に ３ 点 支 持 し 、 前 記 ミ シ ン の 重 心 が 前 記 第 １ マ ウ ン ト 、 前 記 第 ２ マ ウ ン ト 、 及 び 前 記 第 ３
マ ウ ン ト を 結 ぶ 三 角 形 の 内 側 に 位 置 す る と と も に 、
　 前 記 底 板 の 前 記 第 １ マ ウ ン ト 、 前 記 第 ２ マ ウ ン ト 、 及 び 前 記 第 ３ マ ウ ン ト を 結 ぶ 三 角 形
の 外 側 に 第 ４ マ ウ ン ト を 取 り 付 け 、 前 記 第 ４ マ ウ ン ト の 前 記 底 板 か ら 前 記 設 置 面 上 ま で の
高 さ を 、 前 記 第 １ マ ウ ン ト 、 前 記 第 ２ マ ウ ン ト 、 及 び 前 記 第 ３ マ ウ ン ト で ３ 点 支 持 し た 時
の 前 記 底 板 か ら 前 記 設 置 面 上 ま で の 高 さ よ り 低 く す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
ミ シ ン の 支 持 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ４ マ ウ ン ト が 、 前 記 底 板 に 取 り 付 け ら れ る 位 置 は 、 縫 製 作 業 時 に 布 を 手 で 支 え て
案 内 す る 部 位 ま た は そ の 近 傍 の 直 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ミ シ ン の 支
持 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ マ ウ ン ト 、 前 記 第 ２ マ ウ ン ト 、 前 記 第 ３ マ ウ ン ト 、 及 び 前 記 第 ４ マ ウ ン ト そ れ
ぞ れ は 、 前 記 底 板 に 互 い に 対 と な っ て 螺 合 す る ネ ジ 孔 と ネ ジ 部 材 に よ る 締 結 手 段 に よ っ て
取 り 付 け ら れ て 、 前 記 ネ ジ 孔 と ネ ジ 部 材 と の 螺 合 す る 長 さ の 調 整 で 、 前 記 底 板 か ら 前 記 設
置 面 上 ま で の 高 さ が 調 整 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ２ の い ず れ か １ 項 に
記 載 の ミ シ ン の 支 持 機 構 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ マ ウ ン ト 、 前 記 第 ２ マ ウ ン ト 、 前 記 第 ３ マ ウ ン ト 、 及 び 前 記 第 ４ マ ウ ン ト そ れ
ぞ れ は 、 前 記 底 板 に 、 座 金 等 の ス ペ ー サ を 介 在 し て 取 り 付 け ら れ て 、 前 記 座 金 等 の ス ペ ー
サ の 厚 さ の 調 整 で 、 前 記 底 板 か ら 前 記 設 置 面 上 ま で の 高 さ が 調 整 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ な い し ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ミ シ ン の 支 持 機 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ミ シ ン の 作 業 テ ー ブ ル 等 の 設 置 面 上 へ の 支 持 機 構 に 係 わ り 、 特 に ミ シ ン の 底
板 に 設 置 用 の マ ウ ン ト を 備 え て 、 ミ シ ン の 振 動 低 減 、 及 び 設 置 面 へ の 振 動 の 伝 達 を 低 減 す
る ミ シ ン の 支 持 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ミ シ ン を 作 動 さ せ た 場 合 、 モ ー タ 等 に よ っ て ミ シ ン 主 軸 と 下 軸 が 回 転 さ れ て 、 針 棒 上 下
駆 動 機 構 、 天 秤 駆 動 機 構 、 釜 回 転 機 構 な ど 複 数 の 駆 動 機 構 が 駆 動 さ れ る が 、 こ れ ら 複 数 の
駆 動 機 構 で 発 生 す る 振 動 が 、 本 体 フ レ ー ム に 伝 達 さ れ て 、 ミ シ ン 本 体 が 振 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の ミ シ ン 本 体 の 振 動 は 、 ミ シ ン 本 体 に と ど ま ら ず 、 ミ シ ン の 底 板 に 取 り 付 け ら れ た マ
ウ ン ト な ど の 支 持 機 構 を 介 し て 、 作 業 テ ー ブ ル 等 の 設 置 面 も 伝 達 さ れ て 、 縫 製 品 質 に 悪 影
響 を 及 ぼ し た り 、 ミ シ ン の 信 頼 性 や 作 業 環 境 を 損 な っ た り す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の ミ シ ン の 振 動 を 低 減 さ せ る た め に は 、 従 来 か ら 、 た と え ば 運 動 す る 部 位 の 質 量 を 軽
減 し た り 制 振 材 で 構 成 す る と か 、 発 生 す る 振 動 と 逆 位 相 の 波 形 を 生 成 す る 制 御 機 構 を 加 え
る と か の 例 に 代 表 さ れ る 、 ミ シ ン 本 体 で の 能 動 的 な 振 動 低 減 が 図 ら れ て き て い る が 、 ミ シ
ン の 底 板 に 取 り 付 け ら れ た 防 振 ゴ ム な ど で 形 成 さ れ た マ ウ ン ト 等 に 代 表 さ れ る 、 ミ シ ン の
支 持 機 構 に よ る 、 振 動 低 減 、 及 び 設 置 面 へ の 振 動 の 伝 達 を 低 減 す る こ と も 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 、 ミ シ ン 本 体 で 発 生 す る 振 動 を 低 減 す る と と も に 、 作 業 テ ー ブ ル な ど の 設 置 面 に 振
動 を 伝 達 し て 、 作 業 条 件 を 悪 化 さ せ な い よ う に す る た め の ミ シ ン の 支 持 機 構 と し て は 、 一
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般 的 に 、 ミ シ ン の 底 板 に ４ 個 か ら ５ 個 の 、 防 振 用 ゴ ム マ ウ ン ト が 設 け ら れ て 、 設 置 面 上 に
支 持 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 た と え ば 、 下 記 特 許 文 献 １ で は 、 底 板 に 制 振 材 を 固 着 し て 、 能 動 的 に ミ シ ン 本 体 の 振 動
を 低 減 す る と と も に 、 作 業 テ ー ブ ル 等 の 設 置 面 に 対 す る ミ シ ン の 支 持 機 構 と し て は 、 矩 形
状 の 底 板 の 四 つ 角 部 そ れ ぞ れ に 、 防 振 ゴ ム マ ウ ン ト が ネ ジ 止 め さ れ て 、 こ の ４ 個 の マ ウ ン
ト で 設 置 面 上 に ４ 点 支 持 す る 、 ミ シ ン の 支 持 機 構 が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ９ ５ ８ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 ミ シ ン の 底 板 に ４ 個 の マ ウ ン ト を 設 け て 、 ミ シ ン 本 体 を 、 作 業 テ ー ブ ル
等 の 設 置 面 に 、 ４ 点 支 持 す る こ の ミ シ ン の 支 持 機 構 に お い て は 、 各 マ ウ ン ト を 取 り 付 け る
底 板 の 平 面 度 が 不 均 一 の 場 合 や 、 各 マ ウ ン ト の 高 さ 方 向 の 寸 法 の バ ラ ツ キ が 大 き い 場 合 に
は 、 ４ 個 の 内 の マ ウ ン ト の ２ 箇 所 と 設 置 面 は 、 常 に 接 地 す る が 、 他 の ２ 箇 所 の マ ウ ン ト は
、 接 地 し た り し な か っ た り し て 、 接 地 面 へ の す わ り が 悪 く な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 底 板 の 平 面 度 や 、 マ ウ ン ト の 高 さ 方 向 の 寸 法 の ば ら つ き が 大 き い 状 態 の も と
に 、 ４ 点 支 持 に あ る ミ シ ン を 作 動 さ せ る と 、 マ ウ ン ト ２ 箇 所 と 設 置 面 は 常 に 接 地 す る が 、
他 の ２ 箇 所 の マ ウ ン ト は 、 接 地 し た り 接 地 し な か っ た り す る 不 安 定 な 状 態 に あ る た め 、 マ
ウ ン ト と 設 置 面 と の 間 に 生 じ た 隙 間 で 、 設 置 面 上 と 接 地 し て い る ２ 箇 所 を 結 ぶ 線 を 中 心 に
、 ミ シ ン が 左 右 に ガ タ ガ タ と 振 動 し た り 、 さ ら に は 振 動 が 増 幅 さ れ る こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 振 動 が 大 き い と 、 縫 製 品 質 や ミ シ ン の 信 頼 性 に 悪 影 響 を 及 ぼ す と と も に 、 操 作 者 に
対 し て も 不 愉 快 な 振 動 ・ 騒 音 を 与 え 、 作 業 環 境 を 悪 化 さ せ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 こ の ミ シ ン 本 体 の 許 容 さ れ る 振 動 レ ベ ル 〔 μ ｐ － ｐ 〕 は 、 一 般 的 に は 、 ミ シ ン の
フ レ ー ム 上 部 の 一 番 振 動 が 大 き い と さ れ る 部 位 に お い て 、 お よ そ ５ ０ ０ μ 以 下 で あ る こ と
が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 振 動 値 を 満 足 さ せ る た め に は 、 従 来 の 、 底 板 に ４ 個 の マ ウ ン ト を 備 え た ４ 点 支 持 の
ミ シ ン の 支 持 機 構 で は 、 マ ウ ン ト を 取 付 け る 底 板 の 平 面 度 を 上 げ る こ と と 、 底 板 に と り つ
け ら れ る マ ウ ン ト の 形 状 　 特 に 底 板 か ら の 取 り 付 け 高 さ の バ ラ ツ キ を 抑 え る こ と で 、 底 板
に 取 り 付 け ら れ る マ ウ ン ト と 、 設 置 面 で 生 じ る 隙 間 を 出 来 る 限 り 小 さ く し て 、 ガ タ つ き を
少 な く す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な ４ 点 支 持 機 構 で 、 ミ シ ン を 設 置 面 上 に 支 持 し て 、 低 振 動 化 を
図 っ て い く た め に は 、 マ ウ ン ト 取 り 付 け 面 の 平 面 度 を あ げ る た め の 精 密 加 工 が 必 要 と な る
し 、 ま た マ ウ ン ト の 寸 法 精 度 に 高 精 度 な も の が 要 求 さ れ 、 製 造 原 価 が ア ッ プ す る と い う 問
題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の ご と き 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 設 置 面 に ミ シ ン を マ ウ ン ト
で 支 持 す る ミ シ ン の 振 動 を 低 減 す る と と も に 、 設 置 面 の 平 面 度 の 影 響 が 受 け に く い ミ シ ン
の 支 持 機 構 を 提 供 す る こ と を 技 術 課 題 と す る
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の ミ シ ン の 支 持 機 構 は 、 底 板 に 設 置 用 の マ ウ ン ト が
取 り 付 け ら れ て い る ミ シ ン の 支 持 機 構 に お い て 、
　 前 記 底 板 を 第 １ マ ウ ン ト 、 第 ２ マ ウ ン ト 、 及 び 第 ３ マ ウ ン ト で 作 業 テ ー ブ ル 等 の 設 置 面
上 に ３ 点 支 持 し 、 前 記 ミ シ ン の 重 心 が 前 記 第 １ マ ウ ン ト 、 前 記 第 ２ マ ウ ン ト 、 及 び 前 記 第
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３ マ ウ ン ト を 結 ぶ 三 角 形 の 内 側 に 位 置 す る と と も に 、
　 前 記 底 板 の 前 記 第 １ マ ウ ン ト 、 前 記 第 ２ マ ウ ン ト 、 及 び 前 記 第 ３ マ ウ ン ト を 結 ぶ 三 角 形
の 外 側 に 第 ４ マ ウ ン ト を 取 り 付 け 、 前 記 第 ４ マ ウ ン ト の 前 記 底 板 か ら 前 記 設 置 面 上 ま で の
高 さ を 、 前 記 第 １ マ ウ ン ト 、 前 記 第 ２ マ ウ ン ト 、 及 び 前 記 第 ３ マ ウ ン ト で ３ 点 支 持 し た 時
の 前 記 底 板 か ら 前 記 設 置 面 上 ま で の 高 さ よ り 低 く す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 前 記 第 ４ マ ウ ン ト が 、 前 記 底 板 に 取 り 付 け ら れ る 位 置 は 、 縫 製 作 業 時 に 布 を 手
で 支 え て 案 内 す る 部 位 ま た は そ の 近 傍 の 直 下 で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 前 記 第 １ マ ウ ン ト 、 前 記 第 ２ マ ウ ン ト 、 前 記 第 ３ マ ウ ン ト 、 及 び 前 記 第 ４ マ ウ
ン ト そ れ ぞ れ は 、 前 記 底 板 に 互 い に 対 と な っ て 螺 合 す る ネ ジ 孔 と ネ ジ 部 材 に よ る 締 結 手 段
に よ っ て 取 り 付 け ら れ て 、 前 記 ネ ジ 孔 と ネ ジ 部 材 と の 螺 合 す る 長 さ の 調 整 で 、 前 記 底 板 か
ら 前 記 設 置 面 上 ま で の 高 さ が 調 整 可 能 で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 前 記 第 １ マ ウ ン ト 、 前 記 第 ２ マ ウ ン ト 、 前 記 第 ３ マ ウ ン ト 、 及 び 前 記 第 ４ マ ウ
ン ト そ れ ぞ れ は 、 前 記 底 板 に 、 座 金 等 の ス ペ ー サ を 介 在 し て 取 り 付 け ら れ て 、 前 記 座 金 等
の ス ペ ー サ の 厚 さ の 調 整 で 、 前 記 底 板 か ら 前 記 設 置 面 上 ま で の 高 さ が 調 整 可 能 で あ る こ と
が 望 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の ミ シ ン の 支 持 機 構 に お い て は 、 ミ シ ン の 底 板 の ４ 角 の 周 辺 に 、 ４ 個 の マ ウ ン ト
、 す な わ ち ミ シ ン 正 面 側 か ら 見 て 、 底 板 の 右 手 奥 に 、 第 １ マ ウ ン ト 、 底 板 の 右 手 前 に 、 第
２ マ ウ ン ト 、 底 板 の 左 手 前 に 、 第 ３ マ ウ ン ト 、 及 び 底 板 の 左 手 奥 に 第 ４ マ ウ ン ト が そ れ ぞ
れ 取 り 付 け ら れ て 、 ミ シ ン の 重 心 が 、 第 １ マ ウ ン ト 、 第 ２ マ ウ ン ト 、 第 ３ マ ウ ン ト の 3点
を 結 ぶ 三 角 形 の 内 側 に 位 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 第 ４ マ ウ ン ト は 、 第 １ マ ウ ン ト 、 第 ２ マ ウ ン ト 、 第 ３ マ ウ ン ト の 3点 を 結 ぶ 三
角 形 の 外 側 に 配 置 さ れ る と と も に 、 第 ４ マ ウ ン ト の 底 板 か ら 設 置 面 上 ま で の 高 さ は 、 第 １
マ ウ ン ト 、 第 ２ マ ウ ン ト 、 及 び 第 ３ マ ウ ン ト の 前 記 底 板 か ら 設 置 面 上 ま で の 高 さ よ り 低 く
な っ て い て 、 ミ シ ン は 、 設 置 面 上 に 、 ４ 個 の マ ウ ン ト の 内 、 第 １ マ ウ ン ト 、 第 ２ マ ウ ン ト
、 第 ３ マ ウ ン ト の ３ 個 の マ ウ ン ト で 、 底 板 か ら の マ ウ ン ト の 高 さ を 揃 え て ３ 点 支 持 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 支 持 機 構 は 、 擬 似 的 に は 、 底 板 に ４ 個 の マ ウ ン ト が 取 り 付 け ら れ て い る 構 成 に あ る
が 、 ミ シ ン を 設 置 面 上 に 支 持 す る 面 に お い て 、 力 学 的 に は 、 第 ４ マ ウ ン ト の 底 板 か ら 設 置
面 ま で の 高 さ を 、 他 の ３ 個 の マ ウ ン ト よ り 低 く す る こ と に よ り 、 底 板 を 設 置 面 上 に 第 1マ
ウ ン ト 、 第 ２ マ ウ ン ト 、 お よ び 第 ３ マ ウ ン ト の ３ 点 で 支 持 し て 、 ３ 箇 の マ ウ ン ト が 、 常 に
設 置 面 に 接 地 し て い る 状 態 で 、 ミ シ ン を 支 持 し て い る よ う に し た 点 が 、 本 発 明 の 特 徴 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 第 １ マ ウ ン ト 、 第 ２ マ ウ ン ト 、 第 ３ マ ウ ン ト の ３ 個 の マ ウ ン ト で 、 底 板
か ら の マ ウ ン ト 高 さ を 揃 え て 、 設 置 面 上 に ３ 点 支 持 さ れ て い る た め 、 設 置 面 の 多 少 の 平 面
度 の バ ラ ツ キ や 、 設 置 面 の 傾 き 等 に 左 右 さ れ ず に 、 マ ウ ン ト に よ る 支 持 点 の ３ 点 が 、 設 置
面 に 確 実 に 追 従 し て 、 設 置 面 に 接 地 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 し た が っ て 、 ミ シ ン は 、 設 置 面 と 、 第 １ マ ウ ン ト 、 第 ２ マ ウ ン ト 、 お よ び 第 ３ マ ウ ン ト
と の 間 に 隙 間 が な い 状 態 で 設 置 さ れ て い る た め 、 ゴ ム な ど の 弾 性 体 で 形 成 さ れ た 各 マ ウ ン
ト に 備 わ っ た 防 振 効 果 と も 合 わ せ 、 隙 間 に 伴 う ガ タ ガ タ と し た 大 き な 振 動 が 発 生 す る こ と
は な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 さ ら に 、 ミ シ ン の 重 心 が 、 第 １ マ ウ ン ト 、 第 ２ マ ウ ン ト 、 第 ３ マ ウ ン ト の 3点 を 結 ぶ 三
角 形 の 内 側 に 位 置 し て 、 こ の 三 角 形 の 各 辺 の 重 心 周 り の モ ー メ ン ト は 、 ３ 点 の 支 持 点 を 結
ぶ 三 角 形 内 側 に 向 い て い る の で 、 ミ シ ン は 、 自 立 し て 安 定 し た 状 態 で 、 設 置 面 上 に 支 持 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 ミ シ ン を 作 動 さ せ た 時 の 振 動 値 は 、 ミ シ ン を 支 持 す る ３ 個 の マ ウ ン ト の 弾 性 と 、
重 心 か ら 各 マ ウ ン ト ま で の 距 離 に 影 響 す る だ け に な り 、 そ の 形 状 で の 最 小 振 動 値 と な っ て
、 ミ シ ン の 振 動 は 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の ミ シ ン の ３ 点 支 持 機 構 で は 、 第 １ マ ウ ン ト 、 第 ２ マ ウ ン ト 、 第 ３ マ ウ
ン ト は 、 底 板 に 、 互 い に 対 と な っ て 螺 合 す る ネ ジ 孔 と ネ ジ 部 材 に よ る 、 単 純 で 低 コ ス ト な
締 結 手 段 に よ っ て 取 り 付 け ら れ て 、 ネ ジ 孔 と ネ ジ 部 材 と の 螺 合 す る 長 さ で 、 底 板 か ら 設 置
面 上 ま で の 高 さ を 、 容 易 に 調 整 で き る 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の た め 、 第 １ マ ウ ン ト 、 第 ２ マ ウ ン ト 、 第 ３ マ ウ ン ト そ れ ぞ れ が 取 り 付 け ら れ る 底 板
の 平 面 度 や 、 第 １ マ ウ ン ト 、 第 ２ マ ウ ン ト 、 第 ３ マ ウ ン ト そ れ ぞ れ の 取 り 付 け 高 さ 方 向 に
、 多 少 の 高 さ の バ ラ ツ キ が あ っ た り し て も 、 第 １ マ ウ ン ト 、 第 ２ マ ウ ン ト 、 第 ３ マ ウ ン ト
そ れ ぞ れ の 底 板 か ら 設 置 面 上 ま で の 高 さ は 、 ネ ジ 孔 と ネ ジ 部 材 と の 螺 合 す る 長 さ を 、 調 整
す る だ け で 容 易 に 揃 え る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 し た が っ て 、 従 来 の よ う に 、 底 板 に 取 り 付 け た 複 数 の マ ウ ン ト の 、 底 板 か ら 設 置 面 ま で
の 高 さ を 揃 え る た め に 、 底 板 の 平 面 度 や 、 マ ウ ン ト の 取 り 付 け 方 向 の 高 さ を 、 加 工 時 間 と
コ ス ト が か か る 高 い 精 度 で 加 工 し て 、 組 み 立 て る 工 法 よ り 、 コ ス ト 的 に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 第 １ マ ウ ン ト 、 第 ２ マ ウ ン ト 、 及 び 第 ３ マ ウ ン ト そ れ ぞ れ は 、 底 板 に 、 高 さ 調 整
用 の 座 金 等 の ス ペ ー サ を 介 在 し て 取 り 付 け る よ う に し て 、 座 金 等 の ス ペ ー サ の 厚 さ の 調 整
だ け で 、 前 記 底 板 か ら 前 記 設 置 面 上 ま で の 高 さ が 調 整 可 能 に な る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う な 構 成 で も 、 第 １ マ ウ ン ト 、 第 ２ マ ウ ン ト 、 第 ３ マ ウ ン ト の 底 板 か ら 設 置 面 ま
で の 高 さ は 、 単 純 な 構 成 の も と 、 容 易 に 調 整 で き る の で 、 コ ス ト 的 に も 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の ミ シ ン の 支 持 機 構 に お い て は 、 第 ４ マ ウ ン ト は 、 第 １ マ ウ ン ト 、 第 ２
マ ウ ン ト 、 及 び 第 ３ マ ウ ン ト を 結 ぶ 三 角 形 の 外 側 の 、 ミ シ ン 正 面 側 か ら み て 、 底 板 の 左 手
奥 の 角 部 に と り つ け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 第 ４ マ ウ ン ト が 取 り 付 け ら れ る 底 板 の 左 手 奥 の 角 部 は 、 こ の 底 板 を 備 え た ベ ッ ト 部
の 反 対 側 に お い て は 、 縫 製 時 に 布 を 手 で 支 え て 案 内 す る 部 位 ま た は そ の 近 傍 に あ た り に 位
置 し て い る の で 、 第 ４ マ ウ ン ト は 、 縫 製 時 に 布 を 手 で 支 え て 案 内 す る 部 位 ま た は そ の 近 傍
直 下 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 こ の 第 ４ マ ウ ン ト の 底 板 か ら 設 置 面 ま で の 高 さ は 、 第 １ マ ウ ン ト 、 第 ２ マ ウ ン
ト 、 及 び 第 ３ マ ウ ン ト に よ っ て 、 上 記 の よ う に ３ 点 支 持 し て い る 時 の 、 底 板 か ら 設 置 面 上
ま で の 高 さ よ り 、 ご く わ ず か 、 た と え ば ０ ． １ ｍ ｍ 程 度 、 低 く な る よ う に 設 定 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 第 ４ マ ウ ン ト は 、 縫 製 時 に 布 を 手 で 支 え て 案 内 す る 部 位 ま た
は そ の 近 傍 直 下 の 底 板 に 取 り 付 け ら れ て い る の で 、 縫 製 時 の 布 を 手 で 支 え て 案 内 す る 作 業
時 等 に 、 ミ シ ン を 傾 斜 ま た は 転 倒 さ せ る よ う な 外 力 が 作 用 し て も 、 ミ シ ン は 、 ご く わ ず か
に 傾 斜 し て 第 ４ マ ウ ン ト が 設 置 面 に 接 地 し て 、 設 置 面 に 対 す る マ ウ ン ト の 支 持 点 が 移 動 す
る だ け で 、 ミ シ ン の ３ 点 支 持 が 保 た れ る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 し た が っ て 振 動 は 増 加 す る こ と は な く 、 ま た 傾 斜 し た り 転 倒 し た り す る こ と も な く 、 縫
製 作 業 に は 、 な ん ら 支 障 を き た す こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 こ の 縫 製 時 に 、 布 を 手 で 支 え て 案 内 す る 作 業 に と も な い 、 第 ４ マ ウ ン ト に 係 る 荷
重 が 増 加 す る た め 、 そ の 分 、 同 じ 起 振 力 で の 振 動 振 幅 が 低 減 さ れ て 、 ミ シ ン の 振 動 を 抑 え
る と い う 効 果 も あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 さ ら に 、 第 ４ マ ウ ン ト は 、 底 板 に 、 互 い に 対 と な っ て 螺 合 す る ネ ジ 孔 と ネ ジ 部 材 に よ る
締 結 手 段 に よ っ て 取 り 付 け ら れ て 、 前 記 ネ ジ 孔 と 前 記 ネ ジ 部 材 と の 螺 合 す る 長 さ で 、 前 記
底 板 か ら 前 記 設 置 面 上 ま で の 高 さ が 調 整 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 第 ４ マ ウ ン ト の 底 板 か ら 設 置 面 ま で の 高 さ は 、 単 純 な 構 成 と
作 業 で 対 処 で き る ネ ジ 孔 へ の ネ ジ 部 材 の 螺 合 す る 長 さ で 、 容 易 に 調 整 で き る の で 、 コ ス ト
的 に も 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 第 ４ マ ウ ン ト は 、 底 板 に 、 高 さ 調 整 用 の 座 金 等 の ス ペ ー サ を 介 在 し て 取 り 付 け ら
れ て 、 該 座 金 等 の ス ペ ー サ の 厚 さ で 、 前 記 底 板 か ら 前 記 設 置 面 上 ま で の 高 さ が 調 整 可 能 と
な る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う な 構 成 で も 、 第 ４ マ ウ ン ト の 底 板 か ら 設 置 面 ま で の 高 さ は 、 単 純 な 構 成 と 作 業
で 対 処 で き る 座 金 な ど の ス ペ ー サ の 厚 さ で 、 容 易 に 調 整 で き る の で 、 コ ス ト 的 に も 有 利 で
あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 わ る 実 施 形 態 例 を 、 図 面 を 参 照 し つ つ 、 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 例 は 、 ロ ッ ク ミ シ ン の 支 持 機 構 に 適 用 し た 場 合 を 例 に 説 明 す る が 、 本
発 明 は こ れ に 限 ら れ た も の で は な く 、 モ ー タ 駆 動 さ れ る 他 の 形 式 の ミ シ ン 全 般 の 支 持 機 構
に 適 用 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 例 が 適 用 さ れ る 、 ミ シ ン 本 体 の 機 構 に 関 し て は 、 従 来 例 と 同 様 で あ る
た め 、 そ の 詳 細 な 説 明 は 省 略 し 、 本 実 施 形 態 例 の 要 部 で あ る 、 ミ シ ン の 支 持 機 構 に つ い て
説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 わ る 、 ミ シ ン の 支 持 機 構 を 適 用 し た ロ ッ ク ミ シ ン の 正
面 か ら 見 た 外 観 図 で 、 図 ２ は 、 図 １ の ロ ッ ク ミ シ ン の 裏 面 図 で 、 ロ ッ ク ミ シ ン の 底 板 に 取
り 付 け た マ ウ ン ト の 配 置 と ロ ッ ク ミ シ ン の 重 心 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 ロ ッ ク ミ シ ン （ 以 下 ミ シ ン と 表 記 ） １ は 、 ベ ッ ド 部 ２ と 、 こ の ベ ッ
ト 部 ２ の 右 側 面 側 か ら 上 方 に 延 び る 脚 柱 部 ３ と 、 こ の 脚 柱 部 ３ の 上 端 部 か ら ベ ッ ト 部 ２ に
対 向 す る よ う に 左 側 面 側 に 延 び る ア ー ム 部 ４ と か ら な る 正 面 か ら み て ほ ぼ コ 字 上 の 本 体 フ
レ ー ム ５ を 備 え て 、 ベ ッ ト 部 ２ の 底 壁 に 形 成 さ れ て い る 底 板 ６ に 取 り 付 け ら れ た マ ウ ン ト
７ で 、 作 業 テ ー ブ ル 等 の 設 置 面 T上 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 底 板 ６ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ベ ッ ト 部 ２ の 、 ア ー ム 部 ４ と 対 向 す る 反 対 側 の 底 壁 に 、
マ ウ ン ト ７ が 取 付 け ら れ る 平 面 を 備 え た 矩 形 状 に 形 成 さ れ 、 ミ シ ン １ の 底 面 を 構 成 し て い
る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 底 板 ６ は 、 図 １ で は 、 ベ ッ ト 部 ２ の 底 壁 に 直 接 形 成 さ れ て い る 構 成 に あ る が 、 ベ
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ッ ト 部 ２ の 底 壁 に 、 マ ウ ン ト ７ が 取 付 け ら れ る 平 面 を 備 え た 矩 形 状 に 形 成 さ れ た 底 板 ６ を
、 ネ ジ 止 め な ど の 締 結 手 段 で 固 定 し た 構 成 に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 底 板 ６ の ４ 角 の 周 辺 部 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ４ 個 の マ ウ ン ト 、 す な わ ち 第 １ マ ウ ン
ト ７ A、 第 ２ マ ウ ン ト ７ B、 第 ３ マ ウ ン ト ７ C、 及 び 第 ４ マ ウ ン ト ７ Dが 、 図 示 し な い 、 互 い
に 対 と な っ て 螺 合 す る 、 ネ ジ 孔 と ネ ジ 部 材 に よ る ネ ジ 止 め で 取 り 付 け ら れ る 。 　
　 ま た 、 第 １ マ ウ ン ト ７ A、 第 ２ マ ウ ン ト ７ B、 第 ３ マ ウ ン ト ７ C、 及 び 第 ４ マ ウ ン ト ７ Dそ
れ ぞ れ は 、 取 り 付 け ら れ る 底 板 ６ 側 と 、 互 い に 対 と な っ て 螺 合 す る ネ ジ 孔 と ネ ジ 部 材 と の
螺 合 す る 長 さ で 、 底 板 ６ か ら 設 置 面 T上 ま で の 高 さ が 調 整 可 能 で あ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 第 １ マ ウ ン ト ７ A、 第 ２ マ ウ ン ト ７ B、 第 ３ マ ウ ン ト ７ C、 及 び 第 ４ マ ウ ン ト ７ Dの
、 底 板 ６ か ら 設 置 面 T上 ま で の 高 さ は 、 そ れ ぞ れ ネ ジ 孔 と ネ ジ 部 材 と の 螺 合 す る 長 さ で 、
調 整 可 能 で あ る よ う に し て い る が 、 第 １ マ ウ ン ト ７ A、 第 ２ マ ウ ン ト ７ B、 第 ３ マ ウ ン ト C
、 及 び 第 ４ マ ウ ン ト Dは 、 底 板 ６ に 、 図 示 し な い 、 高 さ 調 整 用 の 座 金 等 の ス ペ ー サ を 介 在
し て 取 り 付 け ら れ て 、 座 金 等 の ス ペ ー サ の 厚 さ の 調 整 で 、 底 板 ６ か ら 設 置 面 T上 ま で の 高
さ が 調 整 可 能 と な る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 記 第 １ マ ウ ン ト ７ Aは 、 ミ シ ン 正 面 側 か ら み て 、 底 板 ５ の
右 手 奥 に 、 ま た 第 ２ マ ウ ン ト ７ Bは 、 ミ シ ン 正 面 側 か ら み て 、 底 板 ５ の 右 手 前 に 、 ま た 第
３ マ ウ ン ト ７ Cは 、 ミ シ ン 正 面 側 か ら み て 、 底 板 ５ の 左 手 前 に 、 ま た 第 ４ マ ウ ン ト ７ Dは 、
ミ シ ン 正 面 側 か ら み て 、 底 板 ５ の 左 手 奥 に 、 そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て 、 底 板 ６ に 取 り 付 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 底 板 ６ 側 か ら み た 、 ミ シ ン １ の 重 心 Wの 位 置 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ベ ッ ト 部 ２
、 ア ー ム 部 ４ 、 脚 注 部 ３ の 配 置 に も と づ き 、 図 １ の ミ シ ン の 構 成 に よ れ ば 、 底 板 ６ の 中 心
部 か ら ミ シ ン 右 側 面 側 へ や や 偏 っ た 位 置 に あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 そ し て 、 こ の 重 心 Wの 位 置 に 対 し て 、 第 １ マ ウ ン ト ７ A、 第 ２ マ ウ ン ト ７ B、 第 ３ マ ウ ン
ト ７ Cは 、 第 １ マ ウ ン ト ７ A、 第 ２ マ ウ ン ト ７ B、 第 ３ マ ウ ン ト ７ Cを 結 ぶ 三 角 形 の 内 側 に 、
重 心 Wが 位 置 す る よ う に 、 底 板 ６ に 取 り 付 け ら れ る と と も に 、 第 ４ マ ウ ン ト ７ Dは 、 第 １ マ
ウ ン ト ７ A、 第 ２ マ ウ ン ト ７ B、 第 ３ マ ウ ン ト ７ Cを 結 ぶ 三 角 形 の 外 側 に 位 置 す る よ う に 、
底 板 ６ に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 第 １ マ ウ ン ト ７ A、 第 ２ マ ウ ン ト ７ B、 及 び 第 ３ マ ウ ン ト ７ Cは 、 い ず れ も 同 じ よ
う な 形 状 を 呈 し た 硬 度 の 高 い ゴ ム な ど の 弾 性 体 で 形 成 さ れ て 、 ミ シ ン １ の 作 動 に よ っ て 発
生 す る 振 動 を 減 衰 し た り 、 ミ シ ン １ の 振 動 を 設 置 面 Tへ の ミ シ ン １ の 振 動 を 低 減 す る よ う
に し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 第 １ マ ウ ン ト ７ A、 第 ２ マ ウ ン ト ７ B、 第 ３ マ ウ ン ト ７ Cは 、 底 板 ６ と の 締 結 手 段
で あ る 、 互 い に 対 と な っ て 螺 合 す る 前 記 ネ ジ 孔 と 前 記 ネ ジ 部 材 と の 螺 合 す る 長 さ を 調 整 す
る こ と に よ り 、 取 り 付 け ら れ て い る 底 板 ６ か ら 設 置 面 Tま で の 高 さ を 揃 え て 、 ミ シ ン を 、
底 板 ６ を 設 置 面 よ り 浮 か し た 状 態 で 、 設 置 面 T上 に ３ 点 支 持 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 第 ４ マ ウ ン ト ７ Dの 、 取 り 付 け ら れ て い る 底 板 ６ か ら 設 置 面 Tま で の 高 さ は 、 第 １
マ ウ ン ト ７ A、 第 ２ マ ウ ン ト ７ B、 及 び 第 ３ マ ウ ン ト ７ Cに よ っ て 、 高 さ を 、 揃 え て 、 底 板
６ か ら 設 置 面 T上 に ３ 点 支 持 し て い る 、 底 板 ６ か ら 設 置 面 T上 ま で の 高 さ よ り 、 ご く わ ず か
、 低 く な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 な お 、 第 ４ マ ウ ン ト ７ Dの 、 底 板 ６ か ら 設 置 面 Tま で の 高 さ は 、 特 に 制 限 は な い が 、 マ ウ
ン ト ７ A、 第 ２ マ ウ ン ト ７ B、 及 び 第 ３ マ ウ ン ト ７ Cに よ っ て 、 高 さ を 揃 え て 、 ３ 点 支 持 し
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て い る 時 の 、 底 板 ６ か ら 設 置 面 上 ま で の 高 さ よ り 、 ０ ． １ ｍ ｍ 程 度 、 低 い こ と が 望 ま し い
。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ れ が ０ ． １ ｍ ｍ 程 度 よ り 大 き く な る と 、 た と え ば ベ ッ ト 部 ２ の 、 前 記 第 ４ マ ウ ン ト ７
Dが 取 り 付 け ら れ て い る 底 板 ６ と 反 対 側 に あ る 上 面 付 近 に 、 ベ ッ ト 部 ２ の 底 板 ６ 側 に 向 け
て 大 き な 外 力 が 作 用 し た 時 に は 、 こ の 第 ４ マ ウ ン ト ７ Dの 箇 所 で 、 マ ウ ン ト と 設 置 面 と の
間 の 比 較 的 大 き な 隙 間 の た め 、 ミ シ ン が 傾 斜 し た り 、 ガ タ つ い た り す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 ０ ． １ ｍ ｍ 程 度 よ り 小 さ く な る と 、 ミ シ ン １ を ３ 点 支 持 し て い る 、 マ ウ ン ト ７ A
、 第 ２ マ ウ ン ト ７ B、 及 び 第 ３ マ ウ ン ト ７ Cの 底 板 ６ か ら の 高 さ の バ ラ ツ キ 程 度 に よ っ て は
、 第 ４ マ ウ ン ト ７ Dの 底 板 ６ か ら 設 置 面 Tま で の 高 さ が 、 マ ウ ン ト ７ A、 第 ２ マ ウ ン ト ７ B、
及 び 第 ３ マ ウ ン ト ７ Cに よ っ て ３ 点 支 持 し て い る 時 の 、 底 板 ６ か ら 設 置 面 Tま で の 高 さ よ り
、 高 く な る こ と が あ っ て 、 ミ シ ン の ３ 点 支 持 が 行 わ れ な く な る た め に 、 設 置 面 Tへ の ミ シ
ン の 支 持 が 不 安 定 に な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 前 記 第 ４ マ ウ ン ト ７ Dも 、 硬 度 の 高 い ゴ ム な ど の 弾 性 体 で 形 成 さ れ て 、 ミ シ ン １
の 作 動 に よ っ て 発 生 す る 振 動 を 減 衰 し た り 、 ミ シ ン １ の 振 動 を 設 置 面 Tへ の ミ シ ン １ の 振
動 を 低 減 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の よ う な 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 わ る 、 ミ シ ン の 支 持 機 構 に よ れ ば 、 ま ず 、 第 １ マ ウ
ン ト ７ A、 第 ２ マ ウ ン ト ７ B、 第 ３ マ ウ ン ト ７ Cで は 、 上 記 し た よ う に 、 第 １ マ ウ ン ト ７ A、
第 ２ マ ウ ン ト ７ B、 第 ３ マ ウ ン ト ７ Cを 結 ぶ 三 角 形 の 内 側 に ミ シ ン の 重 心 Wを 有 し て 、 ミ シ
ン １ を 、 ３ 点 支 持 す る よ う に な っ て い る の で 、 各 マ ウ ン ト を 取 り 付 け る 底 板 ５ の 平 面 度 が
多 少 悪 く て も 、 ま た マ ウ ン ト の 高 さ に 多 少 の バ ラ ツ キ が あ っ て も 、 底 板 ５ に 取 り 付 け た ３
箇 所 の マ ウ ン ト は 、 ３ 箇 所 と も 、 常 に 設 置 面 に 接 地 し て い る 状 態 で 、 ミ シ ン １ を 設 置 面 T
上 に 支 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 第 １ マ ウ ン ト ７ A、 第 ２ マ ウ ン ト ７ B、 第 ３ マ ウ ン ト ７ Cは 、 底 板 ６ か ら 設 置 面 Tま
で の 高 さ を 、 各 マ ウ ン ト と 底 板 ６ と の 締 結 手 段 で あ る ネ ジ 螺 合 部 の 螺 合 す る 長 さ で 調 整 し
て 、 底 板 ６ か ら 設 置 面 Tま で の 高 さ を 揃 え る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 し た が っ て 、 た と え ば 底 板 ６ の 各 マ ウ ン ト 取 り 付 け る 面 の 平 面 度 が 不 均 一 な 場 合 と か 、
各 マ ウ ン ト の 高 さ 方 向 の 長 さ が ば ら つ い て い る 場 合 に お い て も 、 容 易 に 底 板 ６ か ら 設 置 面
Tま で の 高 さ を 調 節 す る こ と が 出 来 る た め 、 常 に 設 置 面 Tに 安 定 し た 状 態 で ミ シ ン １ を 設 置
す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 な お 、 上 記 し た よ う に 、 ３ 個 の マ ウ ン ト で 、 ミ シ ン １ を 設 置 面 に ３ 点 支 持 す る と 、 ミ シ
ン １ の 振 動 レ ベ ル が 、 従 来 の ミ シ ン の 支 持 機 構 で あ る 、 ４ 個 の マ ウ ン ト で 、 ミ シ ン １ を 設
置 面 に 4点 支 持 し た 時 よ り も 低 減 す る こ と は 、 試 作 品 に よ る 試 験 で も 検 証 さ れ て い る の で
、 以 下 に こ の 試 験 結 果 に つ い て 、 図 ３ 、 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ３ は 、 従 来 の ミ シ ン の 支 持 機 構 で あ る ４ 個 の マ ウ ン ト で ４ 点 支 持 し た 時 の ミ シ ン １ の
振 動 レ ベ ル と 、 そ の ４ 個 の マ ウ ン ト の 内 の 一 つ の マ ウ ン ト と 底 板 ６ の 間 に 座 金 を 挟 み 込 ん
だ 時 の ミ シ ン の 振 動 レ ベ ル と を 比 較 し た 一 例 を 示 す 説 明 図 で 、 図 ３ （ ａ ） は 、 振 動 レ ベ ル
を 測 定 す る 振 動 測 定 子 Sの 取 り 付 け 位 置 を 示 す 図 、 図 ３ （ ｂ ） は 、 ４ 点 支 持 の マ ウ ン ト 内
の 一 つ の マ ウ ン ト と 底 板 ６ の 間 に 、 厚 さ ｔ ＝ ０ ． ８ ｍ ｍ の 座 金 を 挟 ん だ 時 と 、 該 座 金 を 挟
ま な い で ４ 点 支 持 の ま ま の 時 と の 、 振 動 レ ベ ル を 比 較 し た 一 例 を 示 す グ ラ フ で 、 図 ４ は 、
従 来 の ミ シ ン の 支 持 機 構 で あ る 、 ４ 個 の マ ウ ン ト で ４ 点 支 持 し た 時 の 各 マ ウ ン ト に 係 る 荷
重 と 、 そ の ４ 個 の マ ウ ン ト の 内 の 一 つ の マ ウ ン ト と 底 板 ６ の 間 に 厚 さ の 異 な る 座 金 を 挟 み
込 ん だ 時 の 各 マ ウ ン ト に 係 る 荷 重 と を 比 較 し た 一 例 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
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【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ３ に お い て 、 ミ シ ン １ の 振 動 レ ベ ル 〔 μ ｐ － ｐ 〕 の 測 定 は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に
、 ミ シ ン １ の フ レ ー ム 外 面 で 一 番 振 動 の 大 き い 、 フ レ ー ム 上 部 の S点 に 振 動 測 定 子 Sを 固 定
し 、 ミ シ ン １ を 試 験 台 に 、 マ ウ ン ト で 支 持 し て 、 使 用 回 転 数 の 全 域 で ミ シ ン を 回 転 さ せ て
、 振 動 レ ベ ル を 測 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 な お 、 振 動 レ ベ ル を 表 す 振 動 変 位 は 、 周 波 数 域 １ ０ ～ １ ０ ０ ０ ０ Hｚ で の 振 動 に よ る 、
静 止 位 置 か ら の ず れ の ｐ － ｐ 値 で 示 し 、 単 位 は μ ｍ （ マ イ ク ロ メ ー ト ル ） で 、 〔 μ ｐ － ｐ
〕 で 示 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の 試 験 で は 、 ミ シ ン １ の 底 板 ６ の ４ 角 周 辺 部 に 、 ４ 個 の マ ウ ン ト を 、 図 ２ に 示 す よ う
な 配 置 の も と に 取 り 付 け て 、 試 験 台 T上 に ４ 点 支 持 し た 状 態 に お け る 、 振 動 レ ベ ル 〔 μ ｐ
－ ｐ 〕 と 、 ミ シ ン 正 面 側 か ら み て 、 底 板 の 右 手 奥 の 角 部 に 取 り 付 け ら れ て い る マ ウ ン ト と
底 板 の 間 に 、 厚 さ ｔ ＝ ０ ． ８ ｍ ｍ の 座 金 を 挟 み こ ん だ 状 態 に お け る 、 振 動 レ ベ ル 〔 μ ｐ －
ｐ 〕 と を 比 較 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ の 試 験 に よ れ ば 、 座 金 を 挟 み 込 ま な い 従 来 の ４ 点 支 持 の 時 の 振 動 レ ベ ル 〔 μ ｐ － ｐ 〕
が １ ０ ０ ０ μ ｍ で あ る の に 対 し て 、 ミ シ ン 正 面 側 か ら み て 、 底 板 の 右 手 奥 の 角 部 に 取 り 付
け ら れ て い る マ ウ ン ト と 底 板 の 間 に 、 厚 さ ｔ ＝ ０ ． ８ ｍ ｍ の 座 金 を 挟 み 込 ん だ 時 の 振 動 レ
ベ ル 〔 μ ｐ － ｐ 〕 は 、 ４ ０ ０ μ ｍ に 低 減 さ れ て 、 一 般 的 に 許 容 さ れ る 振 動 レ ベ ル と さ れ る
５ ０ ０ μ ｍ 以 下 と な っ て 、 座 金 の 挟 み 込 み に よ る 振 動 低 減 効 果 大 き い こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ れ は 、 従 来 の ミ シ ン の ４ 点 支 持 機 構 に 対 し て 、 ミ シ ン 正 面 側 か ら み て 、 底 板 の 右 手 奥
の 角 部 に 取 り 付 け ら れ て い る マ ウ ン ト 、 す な わ ち 図 ２ で 示 す 、 第 １ マ ウ ン ト ７ Aの 位 置 に
座 金 を 挟 み こ ん だ こ と に よ り 、 ミ シ ン の 振 動 系 が 、 底 板 の 右 手 奥 の 各 部 に あ る 第 １ マ ウ ン
ト ７ Aと 、 底 板 の 右 手 前 に あ る 第 ２ マ ウ ン ト ７ Bと 、 底 板 の 左 手 前 に あ る 第 ３ マ ウ ン ト ７ C
の ３ 個 所 の マ ウ ン ト で 、 ３ 点 支 持 す る よ う に な っ て 、 機 構 学 的 に 安 定 し た 状 態 で 、 設 置 面
で あ る 試 験 台 Tに 接 地 さ れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま た 図 ４ は 、 図 ３ で 振 動 レ ベ ル を 比 較 し た ２ 種 類 の ミ シ ン の 支 持 機 構 、 す な わ ち ４ 個 の
マ ウ ン ト で 、 ４ 点 支 持 し た 時 の 各 マ ウ ン ト に 係 る 荷 重 と 、 そ の ４ 個 の マ ウ ン ト の 内 の 、 ミ
シ ン 正 面 側 か ら み て 、 底 板 の 右 手 奥 の 角 部 に 取 り 付 け ら れ て い る マ ウ ン ト と 底 板 の 間 に 、
厚 さ ｔ ＝ ０ ． ８ ｍ ｍ の 座 金 を 挟 み 込 ん だ と き の 、 各 マ ウ ン ト 係 か る 荷 重 〔 ｋ ｇ 〕 を 比 較 し
た も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ の 試 験 に よ れ ば 、 従 来 の ミ シ ン の 支 持 機 構 で あ る 、 座 金 が 挟 み 込 ん で い な い 、 マ ウ ン
ト に よ る ４ 点 支 持 の 場 合 に は 、 ４ 箇 所 の 各 マ ウ ン ト に い ず れ も 荷 重 が 係 っ て い る が 、 ４ 個
の マ ウ ン ト の 内 の 一 つ に 、 厚 さ ｔ ＝ ０ ． ８ ｍ ｍ の 座 金 を 挟 み 込 ん だ 場 合 に は 、 底 板 ６ の 左
手 奥 の 角 部 に 取 り 付 け ら れ た 第 ４ マ ウ ン ト ７ Dに 荷 重 が 係 っ て い な い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ れ は 、 図 ３ で 示 し た 振 動 レ ベ ル の 試 験 の 結 果 の と こ ろ で も 説 明 し た よ う に 、 ４ 点 支 持
し た 時 の ４ 個 の マ ウ ン ト の 内 の ひ と つ 、 た と え ば ミ シ ン 正 面 側 か ら み て 、 底 板 の 右 手 奥 の
角 部 に 取 り 付 け ら れ て い る マ ウ ン ト と 底 板 の 間 に 、 厚 さ ｔ ＝ ０ ． ８ ｍ ｍ の 座 金 を 挟 み 込 む
と 、 設 置 面 で あ る 試 験 台 Tに 対 し て 、 ３ 点 支 持 に な っ て い る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 わ る 、 ミ シ ン の 支 持 機 構 の 構 成 に よ れ ば 、 第 ４ マ ウ ン ト ７
Dは 、 さ ら に 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ マ ウ ン ト ７ A、 第 ２ マ ウ ン ト ７ B、 及 び 第 ３ マ ウ ン ト
７ Cを 結 ぶ 三 角 形 の 外 側 の 、 ミ シ ン 正 面 側 か ら み て 底 板 ６ の 左 手 奥 の 角 部 に 取 り 付 け ら れ
る .
 ま た 、 第 ４ マ ウ ン ト の 底 板 ６ か ら 設 置 面 Tま で の 高 さ は 、 第 １ マ ウ ン ト ７ A、 第 ２ マ ウ ン
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ト ７ B、 及 び 第 ３ マ ウ ン ト ７ Cに よ っ て 、 底 板 ＆ か ら 設 置 面 Tま で の 高 さ を 揃 え て ３ 点 支 持
し て い る 時 の 、 底 板 ６ か ら 設 置 面 Tま で の 高 さ よ り 、 ご く わ ず か 、 た と え ば ０ ． １ ｍ ｍ 程
度 、 低 く な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 一 般 に 、 通 常 の ミ シ ン に よ る 縫 製 作 業 時 に は 、 ベ ッ ト 部 2の 上 面 で 、 布 を 手 で 支 え て 案
内 す る 作 業 が 加 わ る が 、 こ の 布 を 手 で 支 え て 案 内 す る 作 業 に 伴 っ て 、 ベ ッ ト 部 ２ の 、 こ の
第 ４ マ ウ ン ト ７ Dと 反 対 側 に あ る 上 面 付 近 に は 、 ベ ッ ト 部 ２ を 底 板 ６ 側 に 押 す よ う な 外 力
が 作 用 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 い ま 、 図 ２ に お い て 、 ミ シ ン １ を 、 第 １ マ ウ ン ト ７ A、 第 ２ マ ウ ン ト ７ B、 及 び 第 ３ マ ウ
ン ト ７ Cの ３ 点 支 持 し た だ け で は 、 た と え ば ３ 個 の マ ウ ン ト を 連 結 す る 三 角 形 内 に ミ シ ン
１ の 重 心 Wを 含 ん だ 状 態 で あ っ て も 、 ベ ッ ト 部 ２ の 、 上 面 に お い て 、 縫 製 作 業 に と も な っ
て 布 を 手 で 押 さ え る と 、 ミ シ ン 正 面 側 か ら み て 、 ベ ッ ト 部 ２ の 、 上 面 の 布 を 手 で 押 さ え る
反 対 側 の 底 板 ６ に は 、 第 4マ ウ ン ト ７ Dが 無 い の で 、 こ の 部 位 で 、 ミ シ ン が 傾 斜 し た り 、 転
倒 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 し か し な が ら 、 本 実 施 形 態 例 に よ る ミ シ ン の 支 持 機 構 に よ れ ば 、 第 ４ マ ウ ン ト ７ Dは 、
ミ シ ン 正 面 側 か ら み て 、 ベ ッ ト 部 ２ の 、 上 面 左 手 奥 の 反 対 側 に あ る 底 板 に 取 り 付 け て あ る
た め 、 ベ ッ ト 部 ２ の 、 上 面 左 手 奥 付 近 に 　 ベ ッ ト 部 ２ の 上 面 か ら 、 縫 製 作 業 に 伴 っ て ミ シ
ン を 傾 斜 さ せ た り 転 倒 さ せ る よ う な 外 力 が 作 用 し て も 、 ミ シ ン １ は 、 ご く わ ず か に 傾 斜 し
て 、 マ ウ ン ト に よ る 支 持 点 が 移 動 す る だ け で 、 ミ シ ン を 傾 斜 さ せ た り 転 倒 さ せ た り す る こ
と は な く 、 縫 製 作 業 に は 支 障 を き た す こ と は な い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 第 ４ マ ウ ン ト の 底 板 ６ か ら 設 置 面 Tま で の 高 さ は 、 第 １ マ ウ ン ト ７ A、 第 ２ マ ウ ン
ト ７ B、 及 び 第 ３ マ ウ ン ト ７ Cに よ っ て ３ 点 支 持 し て い る 時 よ り 、 ０ ． １ ｍ ｍ 程 度 、 低 く な
る よ う に 設 定 さ れ て い る の で 、 第 ４ マ ウ ン ト と 設 置 面 T上 と の 間 に ０ ． １ ｍ ｍ 程 度 の 隙 間
が で き て い る が 、 こ の 程 度 の 小 さ い 隙 間 で あ れ ば 、 上 記 の よ う に 、 ベ ッ ト 部 ２ の 上 面 か ら
、 縫 製 作 業 に 伴 っ て ミ シ ン を 傾 斜 さ せ た り 転 倒 さ せ る よ う な 外 力 が 作 用 し て も 、 も ち ろ ん
縫 製 作 業 に 支 障 を き た す よ う な 衝 撃 が ミ シ ン １ に か る こ と は な い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま た 、 ベ ッ ト 部 2の 上 面 か ら 、 こ の 布 を 手 で 支 え て 案 内 す る 作 業 に よ っ て 、 第 4マ ウ ン ト
７ Dが 接 地 さ れ る と と も に 、 第 ４ マ ウ ン ト ７ Dに は 、 新 た に ベ ッ ト 部 2を 抑 え る 荷 重 が 加 わ
っ て 、 ミ シ ン の 振 動 を 減 衰 さ せ て い る こ と に も な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 わ る ミ シ ン の 支 持 機 構 を 適 用 し た ロ ッ ク ミ シ ン の 正 面 外
観 図 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る ロ ッ ク ミ シ ン の 裏 面 図 。
【 図 ３ 】 従 来 の ミ シ ン の 支 持 機 構 で あ る ４ 個 の マ ウ ン ト で ４ 点 支 持 し た 時 の ミ シ ン の 振 動
レ ベ ル と 、 そ の ４ 個 の マ ウ ン ト の 内 の 一 つ の マ ウ ン ト と 底 板 の 間 に 座 金 を 挟 さ ん だ 時 の ミ
シ ン の 振 動 レ ベ ル と を 比 較 し た 一 例 を 示 す 、 説 明 図 で 、 図 ３ （ ａ ） は 、 振 動 レ ベ ル を 測 定
す る 振 動 測 定 子 Sの 取 り 付 け 位 置 を 示 す 図 、 図 ３ （ ｂ ） は 、 ４ 点 支 持 の マ ウ ン ト 内 の 一 つ
の マ ウ ン ト と 底 板 の 間 に 、 厚 さ ｔ ＝ ０ ． ８ ｍ ｍ の 座 金 を 挟 ん だ 時 と 、 該 座 金 を 挟 ま な い で
４ 点 支 持 の ま ま の 時 と の 、 振 動 レ ベ ル を 比 較 し た 一 例 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ４ 】 従 来 の ミ シ ン の 支 持 機 構 で あ る ４ 個 の マ ウ ン ト で ４ 点 支 持 し た 時 の 各 マ ウ ン ト に
係 る 荷 重 と 、 そ の ４ 個 の マ ウ ン ト の 内 の 一 つ の マ ウ ン ト と 底 板 の 間 に 厚 さ の 異 な る 座 金 を
挟 み 込 ん だ 時 の 各 マ ウ ン ト に 係 る 荷 重 と を 比 較 し た 一 例 を 示 す グ ラ フ
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
１ ・ ・ ・ ミ シ ン
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２ ・ ・ ・ ベ ッ ト 部
３ ・ ・ ・ 脚 注 部
４ ・ ・ ・ ア ー ム 部
５ ・ ・ ・ 本 体 フ レ ー ム
６ ・ ・ ・ 底 板
７ ・ ・ ・ マ ウ ン ト
７ Ａ ・ ・ 第 1マ ウ ン ト
７ Ｂ ・ ・ 第 ２ マ ウ ン ト
７ Ｃ ・ ・ 第 ３ マ ウ ン ト
７ Ｄ ・ ・ 第 ４ マ ウ ン ト
Ｔ ・ ・ ・ 設 置 面
Ｗ ・ ・ ・ ミ シ ン の 重 心
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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